
航
空
機
部
品
の
受
注
目
指
す
葵
工
機

中堅・中小企業の導入事例

ウオータージェット加工機で
難加工に挑む納土総工場長

企業メモ
▽
事
業
内
容

航
空
機
部
品
加
工
、
ウ
オ
ー
タ

　
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工

▽
所
在
地

岐
阜
県
坂
祝
町
大
針
５
６
６
の
２

▽
社
長

納
土
鋭
二
氏

▽
電
話

０
５
７
４
・
２
５
・
７
０
８
９

▽
資
本
金

１
０
０
０
万
円

▽
従
業
員

人

▽
設
立

１
９
８
０
年

月

　
航
空
機
部
品
な
ど
の
熱
処

理
後
の
歪
み
取
り
を
主
力
と

す
る
葵
工
機
は
フ
ロ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
主
力
機
「
マ
ッ
ク

３
」
を
２
０
１
０
年
３
月
に

導
入
し
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
加
工
に
参
入
し
た
。
以

来
、
専
任
者
を
配
置
し
、
試

行
錯
誤
の
中
で
独
自
の
加
工

技
術
を
蓄
積
し
て
い
る
。
近

年
は
全
国
か
ら
難
易
度
の
高

い
加
工
の
依
頼
が
集
ま
り
、

受
注
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
の
導
入
は

年
の
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
き
っ
か

け
だ
。
航
空
機
の
減
産
で
仕

事
が
減
る
中
、
新
規
事
業
を

模
索
し
、
３
次
元
レ
ー
ザ
ー

加
工
や
５
軸
制
御
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

の
導

入
も
検
討
し
た
。
し
か
し

「
機
械
加
工
の
専
業
で
は
な

い
当
社
は
専
業
他
社
と
の
競

合
に
勝
て
な
い
」
と
納
土
鋭

二
社
長
は
考
え
た
。
そ
し
て

「
技
術
自
体
が
新
し
い
ウ
オ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
な
ら

今
後
の
差
別
化
の
余
地
が
あ

る
。
航
空
機
向
け
の
難
削
材

加
工
の
需
要
も
増
え
る
は

ず
」
と
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
参
入
を
決
断
し
た
。

　
以
後
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
加
工
へ
の
参
入
を
進
言

し
た
営
業
部
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
営
業
課
の
戸
田
将
隆

さ
ん
が
専
任
と
な
り
、
納
土

総
工
場
長
と
二
人
三
脚
で
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
戸

田
さ
ん
は
「
ど
こ
に
営
業
に

行
く
べ
き
か
。
テ
ス
ト
加
工

の
材
料
を
ど
こ
で
買
う
べ
き

か
。
全
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
」
と
ス
タ
ー
ト
時
を
振
り

返
る
。
納
土
社
長
か
ら
は

「
売
り
上
げ
は
考
え
る
な
」

と
言
わ
れ
、
技
術
の
蓄
積
に

専
念
。
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
や

条
件
で
自
前
の
テ
ス
ト
加
工

を
続
け
、
採
算
に
合
わ
な
い

注
文
も
あ
え
て
受
け
た
。

　
そ
し
て
現
在
。
一
般
に
ウ

オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
は

２
０
０

程
度
の
加

工
精
度
と
さ
れ
る
が
、
同
社

で
は
条
件
に
よ
り

１
０

０

の
加
工
も
で
き
る
。

穴
あ
け
加
工
で
も
内
径
の
真

円
度
を

に
収
め

る
加
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し

た
。
「
ど
ん
な
注
文
に
も

１
０
０

の
形
状
精
度

が
保
証
で
き
る
体
制
に
す

る
」
と
戸
田
さ
ん
は
さ
ら
に

上
を
目
指
す
。

　
高
精
度
に
加
え
、
難
し
い

加
工
条
件
に
も
積
極
的
に
挑

ん
で
い
る
。
例
え
ば
炭
素
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
板
か
ら
２

×

７

の
微
細
な
チ
ッ
プ
を

切
り
出
す
こ
と
に
も
成
功
し

た
。
加
工
対
象
物
が
微
小

で
、
う
ま
く
保
持
し
な
い
と

チ
ッ
プ
自
体
が
吹
き
飛
ぶ
。

治
具
な
ど
を
独
自
に
開
発
し

ク
リ
ア
し
た
。

　
厚
さ

の
円
柱
形
の

ガ
ラ
ス
材
に
幅
２
・
５

の
ス
リ
ッ
ト
を
等
間
隔
で
入

れ
る
加
工
も
難
題
だ
っ
た
。

ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
は
噴

射
し
た
水
が
拡
散
す
る
た

め
、
深
度
の
大
き
い
加
工
は

苦
手
と
さ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
材

は
も
ろ
く
欠
け
や
す
い
た
め

厚
さ

で
は
貫
通
さ
え

難
し
い
。
裏
面
付
近
で
溝
の

寸
法
精
度
を
保
つ
の
は
な
お

さ
ら
だ
。

　
研
磨
材
と
し
て
水
に
混
入

さ
せ
る
粉
体
状
ガ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
に
も
個
性
を
出

す
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

加
工
で
使
う
粒
度
は
「

番
」
程
度
が
一
般
的
。
だ
が

同
社
は
「
２
２
０
番
」
と
粒

度
が
数
分
の
１
の
ガ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
技
術
を
習
得

し
た
。
細
か
す
ぎ
て
通
常
な

ら
静
電
気
や
湿
気
で
付
着
し

た
り
固
ま
っ
た
り
し
て
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
る
。
供
給

用
ホ
ー
ス
の
形
状
な
ど
を
工

夫
し
て
利
用
を
可
能
に
し
、

加
工
精
度
の
向
上
に
つ
な
げ

た
。

　
戸
田
さ
ん
は
難
加
工
技
術

を
蓄
積
で
き
た
理
由
を
「
顧

客
が
他
社
に
断
ら
れ
て
き
た

加
工
も
当
社
で
は
断
ら
な
い

か
ら
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
加
工
の
駆
け
込
み
寺
に
な

っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

そ
れ
が
可
能
な
の
も
売
り
上

げ
目
標
を
設
け
ず
、
技
術
蓄

積
を
優
先
し
て
き
た
経
営
姿

勢
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
今
後
は
新
入
社
員
を
募
集

し
、
９
月
を
め
ど
に
ウ
オ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
専
任
体
制

を
２
人
に
す
る
。
引
き
続
き

売
り
上
げ
目
標
は
設
け
ず
、

「
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
で
の
航
空
機
部
品
の
受
注

を
目
指
す
」

納
土
社

長

。
航
空
宇
宙
分
野
の
品

質
管
理
規
格
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
９

１
０
０
」
の
年
内
の
認
証
取

得
も
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら

に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
仕
上
げ
や
追

加
工
の
技
術
も
開
発
す
る
計

画
。
「
今
後
も
技
術
を
磨

き
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

加
工
の
す
そ
野
を
広
げ
る
」

同

考
え
だ
。

ＷＡＴＥＲ　　ＪＥＴ

新
素
材
加
工
の
コ
ン
ビ
ニ
に
イ
ン
ス
メ
タ
ル

中堅・中小企業の導入事例

初めて導入したＳＷＳ４３００型

企業メモ
▽
事
業
内
容

レ
ー
ザ
ー
溶
接
な
ど
の
金
属

　
加
工

▽
所
在
地

千
葉
県
浦
安
市
鉄
鋼
通
り
１
の

　
７
の
１

▽
社
長

福
井
英
人
氏

▽
電
話

０
４
７
・
３
５
５
・
６
５
１
１

▽
資
本
金

５
０
０
０
万
円

▽
従
業
員

人

▽
設
立

１
９
６
２
年
９
月

　
イ
ン
ス
メ
タ
ル
は
レ
ー
ザ

ー
切
断
や
レ
ー
ザ
ー
溶
接
、

折
り
曲
げ
な
ど
を
得
意
と
す

る
金
属
加
工
メ
ー
カ
ー
。
対

象
と
な
る
金
属
は
鉄
や
ス
テ

ン
レ
ス
か
ら
、
ア
ル
ミ
、
真

ち
ゅ
う
や
銅
な
ど
の
非
鉄
金

属
ま
で
幅
広
い
。

台
あ
る

レ
ー
ザ
ー
切
断
機
の
う
ち
、

７
台
に
パ
レ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ

ャ
ー
を
装
備
し
て

時
間
の

稼
働
が
可
能
。
最
低
１
個
か

ら
で
も
加
工
に
応
じ
る
。
量

産
品
の
海
外
シ
フ
ト
が
進
み

続
け
る
現
在
、
国
内
の
加
工

業
者
は
少
量
多
品
種
の
高
付

加
価
値
品
に
、
い
か
に
対
応

す
る
か
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い

る
。
「
金
属
加
工
の
コ
ン
ビ

ニ
と
し
て
、
顧
客
の
受
け
皿

で
あ
り
続
け
る
」
と
福
井
英

人
社
長
は
意
気
込
む
。

　
１
９
６
２
年
に
東
京
都
墨

田
区
で
折
り
曲
げ
加
工
主
体

の
工
場
を
設
立
以
来
、

年

に
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
を
使
っ

た
精
密
切
断
に
参
入
。

年

に
千
葉
県
浦
安
市
の
現
在
地

に
本
社
工
場
を
移
転
し
、

年
８
月
に
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
加
工
機
を
導
入
。
専
用

工
場
を
立
ち
上
げ
た
。

　
導
入
し
た
の
は
、
澁
谷
工

業
の
「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
４
３
０
０

型
」
。
幅
２
４
３
８

×
長

さ
１
２
１
９

ま
で
対
応

可
能
な
汎
用
型
機
だ
。
大
型

の
加
工
対
象
物
に
最
適
。
Ｘ

軸
の
移
動
は
ツ
イ
ン
駆
動
の

た
め
短
時
間
で
加
減
速
し
、

高
速
で
精
度
の
高
い
加
工
が

で
き
る
。
主
に
、
受
注
す
る

加
工
対
象
物
の
素
材
が
多
様

化
し
て
き
て
い
る
の
に
対
応

す
る
の
が
狙
い
。

　
導
入
に
は
、
社
内
が
レ
ー

ザ
ー
加
工
技
術
一
辺
倒
だ
っ

た
こ
ろ
に
感
じ
た
も
ど
か
し

さ
が
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
加
工

で
は
「
厚
さ
０
・
２

以

下
の
薄
板
」
「
同
６

以

上
の
非
鉄
厚
板
」
の
加
工
が

難
し
か
っ
た
の
だ
。
薄
板
は

レ
ー
ザ
ー
照
射
時
の
ア
シ
ス

ト
ガ
ス
で
揺
れ
た
り
、
レ
ー

ザ
ー
ヘ
ッ
ド
が
存
在
を
感
知

せ
ず
破
損
し
た
り
し
た
。
厚

板
で
は
、
ビ
ー
ム
が
貫
通
せ

ず
に
金
属
の
特
性
か
ら
反
射

し
て
し
ま
い
、
加
工
機
劣
化

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。

注
文
も
一
部
断
る
始
末
。

「
金
属
加
工
の
コ
ン
ビ
ニ
と

し
て
、
で
き
な
い
も
の
を
な

く
す
の
が
課
題
だ
っ
た
」

福
井
社
長

。

　
ま
た
顧
客
の
注
文
動
向
を

調
べ
る
と
、
金
属
以
外
の
材

質
の
加
工
を
他
社
に
委
託
し

て
い
る
こ
と
や
、
炭
素
繊
維

を
は
じ
め
と
す
る
新
素
材
へ

の
関
心
の
高
ま
り
も
わ
か
っ

た
。
レ
ー
ザ
ー
加
工
は
加
工

時
の
熱
な
ど
か
ら
、
金
属
以

外
の
処
理
は
難
し
い
。
「
あ

ら
ゆ
る
素
材
を
加
工
で
き
れ

ば
、
お
客
さ
ま
の
面
倒
も
減

ら
せ
る
と
と
も
に
、
社
内
の

技
術
力
向
上
に
も
つ
な
が

る
」
と
福
井
社
長
は
導
入
を

決
断
し
た
。
目
先
の
利
益
を

追
わ
ず
、
あ
く
ま
で
も
将
来

性
を
見
越
し
た
設
備
投
資
だ

っ
た
。

　
見
込
み
は
当
た
っ
た
。
導

入
以
降
、
金
属
に
加
え
ガ
ラ

ス
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
樹
脂

の
加
工
依
頼
が
舞
い
込
ん
で

き
て
い
る
。
６
月

日
か
ら

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
「
機
械
要
素
技
術

展
」
に
初
出
展
の
際
も
、
来

場
し
た
各
企
業
の
研
究
・
開

発
担
当
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

加
工
提
案
を
受
け
た
と
い

う
。
「
社
内
だ
け
で
は
思
い

つ
か
な
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
加

工
の
ヒ
ン
ト
も
も
ら
え
、
非

常
に
勉
強
に
な
っ
た
」

福

井
社
長

。
従
業
員
も
自

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
持

ち
寄
っ
て
試
験
加
工
を
く
り

返
し
て
い
る
。
導
入
で
、
社

内
外
と
も
に
変
化
が
表
れ
て

き
て
い
る
。

　
だ
が
福
井
社
長
は
当
初
、

将
来
性
を
見
す
え
た
導
入
に

不
安
を
覚
え
て
い
た
と
吐
露

す
る
。
暗
い
気
持
ち
を

払
拭
し
た
の
が
、
昨
年

ふ
っ
し
ょ
く

月
に
訪
れ
た
ド
イ
ツ
で
の
展

示
会
だ
。
多
く
の
出
展
企
業

が
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

で
、
い
ろ
ん
な
素
材
の
模
擬

加
工
を
し
て
い
た
の
だ
。

「
考
え
に
間
違
い
は
な
か
っ

た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し

た
。

　
将
来
は
さ
ら
な
る
設
備
投

資
を
し
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
加
工
事
業
を
、
レ
ー
ザ

ー
切
断
、
レ
ー
ザ
ー
溶
接
に

次
ぐ
第
三
の
柱
に
仕
上
げ

る
。
導
入
時
点
か
ら

年
後

の

年
に
は
売
り
上
げ
全
体

の
３
割
を
占
め
る
ま
で
に
育

て
た
い
と
し
て
い
る
。
「
金

属
お
よ
び
新
素
材
加
工
の
コ

ン
ビ
ニ
へ
と
変
身
を
遂
げ
る

時
だ
」
。
福
井
社
長
は
今
、

新
し
い
経
営
の
羅
針
盤
を
手

に
し
た
。

高
精
度
な
加
工
を
実
現
す
る
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
技
術

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ７月３１日 水曜日 　　


